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http://www.ja-echizentakefu.or.jp

JAスーパー定期貯金（しきぶちゃん）
新規1万円以上
年 0.5％（税引後 年0.398％）
なお初回満期日以降の利息は店頭表示金利を適用いたします。
2年または1年（自動継続）
個人で新規預入に限ります。（既にお預けいただいております貯
金の預替えについては、対象外とさせていただきます。）
この定期貯金は満期日前に解約できません。当JAがやむをえな
いものと認めて、この定期貯金を満期日前に解約する場合は当
JA所定の中途解約利率が適用されます。
支店の指定はありませんが、複数支店でのお預入はできません。

貯 金 の 種 類 ／
お 預 入 金 額 ／
適 　 用 　 金 　 利 ／

お 預 入 期 間 ／
お 取 扱 対 象 ／

中 　 途 　 解 　 約 ／

お 預 入 支 店 ／

JA越前たけふ 合併20周年記念

適用
金利

年 %

期　間 平成27年12月1日㊋ ▶ 平成28年3月31日㊍

※組合員加入には、一口（5千円）以上の出資のほか、住所など一定の条件があります。
※詳しくは店頭でおたずね下さい。

22-1111
23-3100
28-7777

本 店
中 央 支 店
西 部 支 店

25-7777
22-3355
27-1200

東 部 支 店
北日野支店
味真野支店

47-7777
22-0900
45-7777

南 条 支 店
王子保支店
今 庄 支 店ホームページ （http://www.ja-echizentakefu.or.jp）

ＪＡ越前たけふ
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防除なし　畦畔雑草繁茂

ラジコンヘリ２回防除

カメムシ斑点米　色彩選別前

カメムシ斑点米　色彩選別前

色選屑　20～30％

色選屑　5％

畦畔の雑草と割れ籾の多発
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カメムシ斑点米　色彩選別前

色選屑　20～30％
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畦畔の雑草と割れ籾の多発
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平成２７年産米 について全量集荷

11月30日（月）（北日野倉庫）
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平成２７年産米 について全量集荷

11月30日（月）（北日野倉庫）
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①
九
月
・
十
月
主
要
業
務
報
告
に
つ
い

て
②
自
由
金
利
型
貯
金
の
金
利
及
び
余
裕

金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

③
貸
出
金
金
利
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
農
業
用
制
度
資
金
の
農
業
経
営
支
援

資
金（
災
害
資
金
）金
利
が
〇
．
〇
五

％
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

④
合
併
二
十
周
年
記
念
定
期
貯
金
「
し

き
ぶ
ち
ゃ
ん
」
発
売
に
つ
い
て

・
越
前
た
け
ふ
農
協
合
併
二
十
周
年
を

記
念
し
た
特
別
金
利
の
定
期
貯
金

「
し
き
ぶ
ち
ゃ
ん
」
の
発
売
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

⑤
Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
点
検

結
果
報
告
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
七
年
八
月
三
日
を
基
準
日

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
Ｊ
Ａ
共
済
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
点
検
結
果
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

⑥
金
利
リ
ス
ク
量
の
報
告
に
つ
い
て

・
市
場
金
利
の
変
動
に
よ
る
資
産
価
値

の
変
動
及
び
将
来
の
収
益
性
へ
の
影

響
、
金
利
リ
ス
ク
に
対
す
る
自
己
資

本
の
割
合
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

⑦
平
成
二
十
七
年
産
米
集
荷
状
況（
倉

庫
及
び
施
設
）に
つ
い
て

・
十
月
十
六
日
現
在
の
平
成
二
十
七
年

産
米
支
店
別
集
荷
実
績
と
検
査
実
績

並
び
に
各
施
設
で
の
荷
受
け
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

①
九
月
末
残
高
試
算
表
の
承
認
に
つ
い

て
・
九
月
末
残
高
試
算
表
の
内
容
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

②
個
人
情
報
保
護
方
針
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

・
番
号
法
に
基
づ
く
特
定
個
人
情
報
の

取
扱
の
明
記
に
よ
る
個
人
情
報
保
護

方
針
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
の

個
人
情
報
取
扱
関
連
事
項
に
つ
い
て

も
同
じ
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

③
個
人
情
報
保
護
法
等
に
基
づ
く
公
表

事
項
等
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

④
個
人
情
報
取
扱
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

⑤
特
定
個
人
情
報
取
扱
規
程
の
新
設
に

つ
い
て

⑥
職
員
個
人
情
報
取
扱
規
程
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

⑦
農
産
物
検
査
業
務
規
程
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

・
北
陸
農
政
局
の
指
導
に
よ
る
大
豆
の

農
産
物
種
類
表
示
変
更
に
伴
う
検
査

格
付
結
果
通
知
表
様
式
の
追
加
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

⑧
出
資
口
数
の
減
口
承
認
に
つ
い
て

・
十
三
件
の
減
口
申
請
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

⑨
融
資
承
認
に
つ
い
て

・
集
会
所
建
設
に
伴
う
地
方
公
共
団
体

等
資
金
の
融
資
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

⑩
固
定
資
産
売
却
に
係
る
公
募
結
果
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

・
か
が
や
き
七
月
号
・
八
月
号
・
九
月

号
で
一
般
公
募
し
ま
し
た
遊
休
資
産

五
物
件
の
応
札
状
況
と
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

①
十
一
月
行
事
予
定
に
つ
い
て

②
役
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
選
任
日
程

平成27年10月23日
開会…13時30分
閉会…15時50分
出席理事…24名
出席監事…4名

第71回

そ
の
他

報
告
事
項

附
議
事
項

平成27年10月23日
開会…16時00分
閉会…16時30分
出席取締役…23名
出席監査役…4名

第464回

㈱コープ武生
取締役会報告
㈱コープ武生
取締役会報告

①
生
活
部
九
月
末
実
績
に
つ
い
て

②
店
舗
部
九
月
末
実
績
に
つ
い
て

③
コ
ー
プ
平
出
店
惣
菜
テ
ナ
ン
ト
業
者

に
つ
い
て

①
九
月
末
残
高
試
算
表
の
承
認
に
つ
い

て
①
福
井
県
ジ
ェ
イ
エ
イ
酒
販
株
式
会
社

か
ら
の
状
況
報
告
に
つ
い
て

に
つ
い
て

・
平
成
二
十
八
年
三
月
で
任
期
満
了
と

な
る
役
員
の
選
任
日
程
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
事
項

附
議
事
項

そ
の
他



67

①
九
月
・
十
月
主
要
業
務
報
告
に
つ
い

て
②
自
由
金
利
型
貯
金
の
金
利
及
び
余
裕

金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

③
貸
出
金
金
利
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
農
業
用
制
度
資
金
の
農
業
経
営
支
援

資
金（
災
害
資
金
）金
利
が
〇
．
〇
五

％
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

④
合
併
二
十
周
年
記
念
定
期
貯
金
「
し

き
ぶ
ち
ゃ
ん
」
発
売
に
つ
い
て

・
越
前
た
け
ふ
農
協
合
併
二
十
周
年
を

記
念
し
た
特
別
金
利
の
定
期
貯
金

「
し
き
ぶ
ち
ゃ
ん
」
の
発
売
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

⑤
Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
点
検

結
果
報
告
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
七
年
八
月
三
日
を
基
準
日

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
Ｊ
Ａ
共
済
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
点
検
結
果
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

⑥
金
利
リ
ス
ク
量
の
報
告
に
つ
い
て

・
市
場
金
利
の
変
動
に
よ
る
資
産
価
値

の
変
動
及
び
将
来
の
収
益
性
へ
の
影

響
、
金
利
リ
ス
ク
に
対
す
る
自
己
資

本
の
割
合
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

⑦
平
成
二
十
七
年
産
米
集
荷
状
況（
倉

庫
及
び
施
設
）に
つ
い
て

・
十
月
十
六
日
現
在
の
平
成
二
十
七
年

産
米
支
店
別
集
荷
実
績
と
検
査
実
績

並
び
に
各
施
設
で
の
荷
受
け
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

①
九
月
末
残
高
試
算
表
の
承
認
に
つ
い

て
・
九
月
末
残
高
試
算
表
の
内
容
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

②
個
人
情
報
保
護
方
針
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

・
番
号
法
に
基
づ
く
特
定
個
人
情
報
の

取
扱
の
明
記
に
よ
る
個
人
情
報
保
護

方
針
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
の

個
人
情
報
取
扱
関
連
事
項
に
つ
い
て

も
同
じ
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

③
個
人
情
報
保
護
法
等
に
基
づ
く
公
表

事
項
等
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

④
個
人
情
報
取
扱
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

⑤
特
定
個
人
情
報
取
扱
規
程
の
新
設
に

つ
い
て

⑥
職
員
個
人
情
報
取
扱
規
程
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

⑦
農
産
物
検
査
業
務
規
程
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

・
北
陸
農
政
局
の
指
導
に
よ
る
大
豆
の

農
産
物
種
類
表
示
変
更
に
伴
う
検
査

格
付
結
果
通
知
表
様
式
の
追
加
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

⑧
出
資
口
数
の
減
口
承
認
に
つ
い
て

・
十
三
件
の
減
口
申
請
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

⑨
融
資
承
認
に
つ
い
て

・
集
会
所
建
設
に
伴
う
地
方
公
共
団
体

等
資
金
の
融
資
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

⑩
固
定
資
産
売
却
に
係
る
公
募
結
果
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

・
か
が
や
き
七
月
号
・
八
月
号
・
九
月

号
で
一
般
公
募
し
ま
し
た
遊
休
資
産

五
物
件
の
応
札
状
況
と
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

①
十
一
月
行
事
予
定
に
つ
い
て

②
役
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
選
任
日
程

平成27年10月23日
開会…13時30分
閉会…15時50分
出席理事…24名
出席監事…4名

第71回

そ
の
他

報
告
事
項

附
議
事
項

平成27年10月23日
開会…16時00分
閉会…16時30分
出席取締役…23名
出席監査役…4名

第464回

㈱コープ武生
取締役会報告
㈱コープ武生
取締役会報告

①
生
活
部
九
月
末
実
績
に
つ
い
て

②
店
舗
部
九
月
末
実
績
に
つ
い
て

③
コ
ー
プ
平
出
店
惣
菜
テ
ナ
ン
ト
業
者

に
つ
い
て

①
九
月
末
残
高
試
算
表
の
承
認
に
つ
い

て
①
福
井
県
ジ
ェ
イ
エ
イ
酒
販
株
式
会
社

か
ら
の
状
況
報
告
に
つ
い
て

に
つ
い
て

・
平
成
二
十
八
年
三
月
で
任
期
満
了
と

な
る
役
員
の
選
任
日
程
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
事
項

附
議
事
項

そ
の
他



89

ＪＡ年金日帰り旅行
～秋もみじ新名所「湖南三山」国宝寺院めぐり～

こなんさんざん

当
Ｊ
Ａ
恒
例
の
年
金
日
帰
り
旅
行
を
、
十
一
月
十
一

日
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
で
年
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
百
七
十
一
名
が
参
加
し
、
滋

賀
県
の
湖
南
三
山（
琵
琶
湖
の
南
に
位
置
す
る
、
天
台

宗
の
国
宝
寺
院
で
あ
る
善
水
寺
・
長
寿
寺
・
常
楽
寺
の

総
称
）を
巡
り
ま
し
た
。

うっすらと色づいた秋の景色を堪能した後は、昼食を取り、

有名菓子店「クラブハリエ・ラコリーナ」に立ち寄って、人

気のバームクーヘンや、たねやの和菓子など、お買い物を楽

しみ、終始和やかな旅行となりました。

趣深い寺院の雰囲気の

中、参加者は、ご住職か

らのユニークなお話に熱

心に耳を傾けられ、時

折、笑い声も起こるなど、

楽しく過ごされました。

桓武天皇が病を患った際に

寺にある百伝池の水を献上し

たところ、忽ち快復したとい

うことから「善水寺」という

寺号をつけられました。

「長寿寺」は、聖武天皇（７２４～７４

９年）の勅願により建立されました。子

宝・安産・延命長寿のご利益があります。

「常楽寺」は、奈良時代に元明天皇（７

０７～７１５年）の勅命により建立されま

した。延文５年（１３６０年）に火災で全

焼してしまいましたが、同年に再興さ

れました。明治３１年に国宝に指定さ

れ、歴史ある寺院のひとつです。

国宝　三重塔

イチョウの道を
談笑しながら散策

トピック
ス十

月
二
十
九
日
、
本
店
四
階
で
、
平
成
二
十
八
年
産
米
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
買
入
制

度
説
明
会
が
行
わ
れ
、
約
二
百
名
の
生
産
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員
か
ら
、
平
成
二
十
七
年
産
米
の
品
種
別
作
柄
概
況
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
後
、
平
成
二
十
八
年
産
米
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
買
入
制
度
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
平
年
の
倍
以
上
に
カ
メ
ム
シ
が
発
生
し
た
こ
と
か

ら
、
カ
メ
ム
シ
の
生
態
や
防
除
対
策
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、県
・
市
町
か
ら
「
秋
の
田
起
こ
し
運
動
」
や
「
環
境
保
全
型
農
業
へ
の
支
援
」

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
は
真
剣
な
様
子
で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
産
米

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
買
入
制
度
説
明
会

トピック
ス

十
一
月
十
日
、
福
井
県
農
業
会

館
九
階
大
ホ
ー
ル
で
、
第
二
十
四

回
Ｊ
Ａ
福
井
県
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

記
念
表
彰
で
は
、当
Ｊ
Ａ
よ
り
、

冨
田
組
合
長
を
始
め
と
し
た
役
職

員
十
八
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、「
創
造
自
己
改

革
へ
の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
と
し
、「
農

業
者
の
所
得
増
大
・
農
業
生
産
の

拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
の
実
現
」

「
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
」
の
三

つ
の
実
践
事
項
に
つ
い
て
決
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
後
半
に
は
、
講
師
の
中

央
大
学
大
学
院
教
授
の
杉
浦
宣
彦

氏
よ
り
「
Ｊ
Ａ
が
変
わ
れ
ば
日
本

の
農
業
は
強
く
な
る―

新
た
な
Ｊ

Ａ
の
在
り
方
と
地
域
再
生
を
考
え

る―

」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
福
井
県
大
会

湖南市（滋賀県の南東部）に
あります、奈良時代に建立
され、国宝に指定されてい
る３つの寺院を訪れました。

善水寺
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Ａ
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。
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トピック
ス

十
月
二
十
二
日
、
国
家
公
務
員
の
キ
ャ
リ
ア
研

修
の
一
環
と
し
て
、
人
事
院
の
職
員
約
二
十
名
が
本

店
を
訪
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
奈
良
越
前
市
長
よ
り
、
越
前
市
が
取

り
組
ん
で
い
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
事
業
や
、
環
境
型
保
全

型
農
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
冨
田
組
合
長
が
、
日
本
晴
復
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
買
入
制
度
な
ど
、
当

Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
を
説
明
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
職
員
は
真
剣
な
様
子
で
耳
を
傾
け
、
積
極
的
に

質
問
し
ま
し
た
。

研
修
員
か
ら
は
「
Ｊ
Ａ
と
い
う
と
、
行
政
に
近

い
分
野
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
民
間
企
業
並
み

の
高
い
経
営
感
覚
を
持
っ
て
業
務
を
行
っ
て
い
る
姿

勢
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
」、「
大
樹
の
陰
に
よ
る

こ
と
を
必
ず
し
も
良
と
せ
ず
に
積
極
的
に
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
事
が
、
組
合
長
の
気
迫
か
ら
伝

わ
っ
た
」、「
熱
意
あ
る
経
営
者
に
よ
る
成
功
事
例

を
見
た
」、「
組
合
長
か
ら
直
接
お
話
を
伺
う
こ
と

が
で
き
、
有
意
義
だ
っ
た
」
等
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

人
事
院
公
務
員
研
修
所・行
政
研
修
会

トピック
ス

十
月
二
十
五
日
、
し
き
ぶ
温
泉
湯

楽
里
で
「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
準
備
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
二
十
二
名
の

方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に

社
会
保
険
労
務
士
の
鈴
木
博
己
氏
を

迎
え
、
年
金
受
給
の
仕
組
み
や
、
損

を
し
な
い
受
け
取
り
方
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
参
加
者
は
今

後
の
た
め
に
よ
り
理
解
を
深
め
よ
う

と
、
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
準
備
セ
ミ
ナ
ー

トピック
ス

十
月
二
十
二
日
、
南
条
支
店
年
金
友

の
会
旅
行
「
ト
ロ
ッ
コ
列
車
で
行
く
黒
部

峡
谷
の
旅
」
を
開
催
し
、
当
Ｊ
Ａ
で
年

金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
七
十
名
の
方
々
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者

は
ト
ロ
ッ
コ
に
揺
ら
れ
な
が
ら
、
き
れ
い

な
景
色
に
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

南
条
支
店 

年
金
友
の
会
旅
行

ほほえみ通
信

ほほえみ通
信

トピック
ス

食
用
菊
を
Ｐ
Ｒ

十
月
二
十
・
二
十
二
日
、
仁
愛
大
学
で
、

人
間
生
活
学
部
健
康
栄
養
学
科
の
一
年
生
を

対
象
と
し
た
伝
承
料
理
教
室
を
開
き
ま
し

た
。
講
師
に
当
Ｊ
Ａ
の
女
性
部
員
を
招
き
、「
の

っ
ぺ
い
汁
」
や
「
ぜ
ん
ま
い
の
白
和
え
」、「
長

寿
な
ま
す
」
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。

「
ぜ
ん
ま
い
は
お
め
で
た
い
時
に
は
切
っ
て

は
い
け
な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
豆
知
識
を
教
わ

り
な
が
ら
、
学
生
た
ち
は
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
で
調
理
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

伝
承
料
理
を
次
世
代
に

十
一
月
十
一
日
、
岡
本
町
住
民
セ
ン
タ

ー
で
、
い
き
が
い
教
室
が
開
催
さ
れ
、
十

四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
の
女
性
部
員
を
講
師
に
招

き
、
絵
の
入
っ
た
折
り
紙
を
使
っ
て
コ
ウ

ノ
ト
リ
を
作
っ
た
り
、
和
紙
で
菓
子
器
を

作
っ
た
り
な
ど
し
ま
し
た
。
ま
た
、
手
を

使
っ
た
頭
の
体
操
を
し
、
参
加
者
は
和
や

か
な
様
子
で
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

い
き
が
い
教
室

十
月
三
十
一
・
十
一
月
一
日
、
当
Ｊ
Ａ
食

用
菊
部
会
は
菊
人
形
会
場
で
、
食
用
菊
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
来
場
者
に
菊

餅
を
ふ
る
ま
い
、
菊
あ
め
や
菊
漬
物
を
販
売

し
ま
し
た
。
十
一
月
十
日
に
は
、
営
農
セ
ン

タ
ー
二
階
で
、
食
用
菊
を
用
い
た
料
理
を

作
り
ま
し
た
。「
菊
ご
は
ん
」や
「
菊
蒸
し
」、

「
生
春
巻
き
」
な
ど
を
作
り
、
食
用
菊
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。ＲＥＣＩＰＥ

１．むきえびは背わたを取り、サッと洗い、水気を拭き取り、
包丁でたたきつぶしてすり身状にする。

２．れんこんは皮をむいて水にさらし、粗みじん切りにする。
３． ボウルにえびを入れ、れんこんの水気を切って加え、卵

白、酒、塩を入れ下味をつけ、よく混ぜ合わせて１２等
分にする。

４． 菊の花びらに片栗粉をまぶし、３のえび団子に全体にま
んべんなくつける。

５． 蒸し器に入れ 10 分ほど蒸す。

■作り方

・茹で菊…………20g
・むきえび………200g
・れんこん………50g
・片栗粉…………適宜

れんこんの下味
・卵白……………1個分
・片栗粉…………大1.5
・酒………………小1
・塩………………小1/2

■材料（４人分）

菊蒸し
食用菊を使った料理をご紹介
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を
次
世
代
に

十
一
月
十
一
日
、
岡
本
町
住
民
セ
ン
タ

ー
で
、
い
き
が
い
教
室
が
開
催
さ
れ
、
十

四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
の
女
性
部
員
を
講
師
に
招

き
、
絵
の
入
っ
た
折
り
紙
を
使
っ
て
コ
ウ

ノ
ト
リ
を
作
っ
た
り
、
和
紙
で
菓
子
器
を

作
っ
た
り
な
ど
し
ま
し
た
。
ま
た
、
手
を

使
っ
た
頭
の
体
操
を
し
、
参
加
者
は
和
や

か
な
様
子
で
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

い
き
が
い
教
室

十
月
三
十
一
・
十
一
月
一
日
、
当
Ｊ
Ａ
食

用
菊
部
会
は
菊
人
形
会
場
で
、
食
用
菊
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
来
場
者
に
菊

餅
を
ふ
る
ま
い
、
菊
あ
め
や
菊
漬
物
を
販
売

し
ま
し
た
。
十
一
月
十
日
に
は
、
営
農
セ
ン

タ
ー
二
階
で
、
食
用
菊
を
用
い
た
料
理
を

作
り
ま
し
た
。「
菊
ご
は
ん
」や
「
菊
蒸
し
」、

「
生
春
巻
き
」
な
ど
を
作
り
、
食
用
菊
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。ＲＥＣＩＰＥ

１．むきえびは背わたを取り、サッと洗い、水気を拭き取り、
包丁でたたきつぶしてすり身状にする。

２．れんこんは皮をむいて水にさらし、粗みじん切りにする。
３． ボウルにえびを入れ、れんこんの水気を切って加え、卵

白、酒、塩を入れ下味をつけ、よく混ぜ合わせて１２等
分にする。

４． 菊の花びらに片栗粉をまぶし、３のえび団子に全体にま
んべんなくつける。

５． 蒸し器に入れ 10 分ほど蒸す。

■作り方

・茹で菊…………20g
・むきえび………200g
・れんこん………50g
・片栗粉…………適宜

れんこんの下味
・卵白……………1個分
・片栗粉…………大1.5
・酒………………小1
・塩………………小1/2

■材料（４人分）

菊蒸し
食用菊を使った料理をご紹介
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ＪＡ越前たけふ各支店では、利用者の満足度向上と地域に密着した事業を展開し、魅力ある支店づくり
に取り組むことを目的として、１年を通して様々な活動を行いました。

１支店１協同活動

中央支店

南条支店

味真野支店

王子保支店

❖元気な挨拶！ 
みんなが集まる中央支店❖

○中央支店では、毎月、支店周辺の清掃活動と通

学路交通安全活動に取り組んでいます。

○職員は道の隅々まで目を配り、周辺の美化に努め

ています。

❖元気に挨拶　明るい笑顔で南条支店❖
○南条支店では「やまびこサロン」や「マレットゴルフ

大会」を開催しました。

○９月には、南越前町ウォーターパークで「マレットゴ

ルフ大会」を開き、４０名の参加者が和気あいあい

とした雰囲気でプレーを楽しみました。

❖地域に愛される
笑顔あふれる王子保支店❖

○王子保支店では、５月から１１月にかけて、毎週木

曜日の１５時から「おかか市」を開催しました。

○王子保地区の女性部員が育てた新鮮な野菜や花な

どを販売し、多くの買い物客が訪れました。

❖元気よく、地域に密着味真野支店❖
○味真野支店は、「いきがい教室」や「営農講座」

を開催しました。

○「いきがい教室」では、女性部員を講師に招き、

健康に長生きするためのポイントや、簡単な体

操、手芸など様々な活動を行いました。

入賞者の皆さん

隅 ま々でキレイに

旬の野菜が
たくさん

シイタケの菌打ち

いきがい教室

北日野支店

東部支店

西部支店

今庄支店

❖気軽に来店できる北日野支店❖
○北日野支店では７月に相続税セミナーを開

催しました。

○毎月開催している「窓口感謝デー」では、

ご来店いただいたお客様に粗品をお贈りし

ています。

❖地域の絆・世代の絆をつなぐ
東部支店❖

○東部支店では、毎月、支店管内及び支店周辺

の清掃活動を実施しています。

○早朝から、職員全員一丸となって清掃に取り

組んでいます。

❖親切・やさしさ・笑顔あふれる支店❖
○今庄支店では、毎月１回、通学路の交通安全活動

を行っています。

○職員らが今庄・湯尾小中学校前の歩道に立ち、

子供たちの登校の安全を見守っています。

❖元気で明るい地域に密着した西部支店❖
○西部支店では、４・１０月に「野菜栽培講習会」を開催

しました。参加者はメモを取りながら熱心に質問されて

いました。

○隔月で「窓口感謝デー」を開催し、日頃の感謝を込め

て粗品をお贈りしています。

元気に
「おはようございます！」
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牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

【全体運】より行動的になり、さまざま
なことにトライ可能です。周囲から頼
られやすくなるので、面倒見よく接して
みて
【健康運】睡眠不足になりがち。体調
管理を大切に
【幸運を呼ぶ食べ物】ミカン

【全体運】試す前から失敗したときの
心配ばかりしそう。あれこれ考え過ぎ
ず開き直るのが正解。開運には鏡を
磨くと吉
【健康運】暴飲暴食に注意。腹八分
目が健康の秘訣（ひけつ）
【幸運を呼ぶ食べ物】水菜

【全体運】思い込みが激しくなる暗
示。行動前に人の助言を聞いてみ
る、心のゆとりを持って。冷静さアップ
には芸術鑑賞を
【健康運】おおむね良好。スポーツを
満喫する好機です
【幸運を呼ぶ食べ物】キンメダイ

【全体運】対人運が不安定。人のう
わさ話に興味を持つと運気低下を招
く原因に。常に思いやりの姿勢と笑
顔を忘れないで
【健康運】ストレスをため込む傾向に。
気分転換を
【幸運を呼ぶ食べ物】タラコ

【全体運】忘年会やパーティーなど、
華やかなイベントが目白押しで大いに
楽しめる月。新しいことへの挑戦も大
賛成！
【健康運】行動的になるほど、より元
気になれそう
【幸運を呼ぶ食べ物】芽キャベツ

【全体運】感情的になりやすい気配。
ささいなことでイライラしないよう、おお
らかに構えて。清掃に力を入れると開
運に
【健康運】腰が重くなるかも。動けば
運気好転へ
【幸運を呼ぶ食べ物】ヒラメ

【全体運】発想力がさえ、素晴らしい
プランやアイデアがひらめくはず。忘
れないうちにメモしておくとのちのち役
立ちます
【健康運】疲労を蓄積しやすいよう。
適度な休息を
【幸運を呼ぶ食べ物】ハクサイ

【全体運】ゆったり過ごせる、心穏や
かな期間。趣味や習い事に励むなど、
プライベートの充実を図ると手応え十
分
【健康運】食生活を正すことで体調に
も好影響が
【幸運を呼ぶ食べ物】レンコン

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

【全体運】前向きになれる予感。過去
に駄目だったことも今度は成功させら
れそう。クリエーティブな活動にも幸
運あり
【健康運】血行促進を図れば、さらに
好転の兆し
【幸運を呼ぶ食べ物】タラ

【全体運】安定期。縁の下の力持ち
的役割でも、快くこなせるでしょう。誰
にでも親切にできるので、自然と人気
運アップへ
【健康運】ゆったりすることで調子が
上向きます
【幸運を呼ぶ食べ物】レモン

【全体運】興味のあることに意識を向
けると新しい発見や出会いに恵まれ
そう。ネットやメールを通じた情報収集
にもツキ
【健康運】体力増強に向いています。
運動を始めて
【幸運を呼ぶ食べ物】長ネギ

【全体運】プレッシャーを感じやすい時
期。独断で動くと、一人で空回りする
結果に。周囲との連携プレーを大事
にして
【健康運】体を冷やすのは×。動いて
温めると吉
【幸運を呼ぶ食べ物】野沢菜

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20

12月

庭で、大好きなおばあちゃんと

★おばあちゃん（中嶋のり子さん）から孫たちへ

みんな生まれてくれてありがとう。

　元気に育ってネ。

千福町
　吉　田　慶　悟 く　ん（3歳）

　三　好　紀乃雅 ちゃん（2歳）

晃　騎 く　ん（1歳）
の の か

けい ご こう き
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二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

書
籍
の
本
文
の
前
に
入
れ
ら
れ
る
イ
ラ
ス
ト

火
消
し
が
火
事
場
で
振
り
ま
し
た

お
通
し
、
先
付
け
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

1
0
0
な
ら
3
、
1
0
0
0
な
ら
4

リ
ン
ゴ
を
丸
か
じ
り
す
る
と
残
り
ま
す

カ
レ
ン
ダ
ー
や
手
帳
に
書
き
込
み
ま
す

サ
ケ
や
マ
ス
の
卵
の
塩
漬
け

昨
日
、
今
日
、○
○

カ
ヤ
な
ど
を
編
ん
で
作
っ
た
雨
具

太
陽
や
月
が
輝
く
所

か
か
と
の
す
ぐ
上
に
あ
る
出
っ
張
り

版
木
に
載
せ
た
紙
を
上
か
ら
こ
す
る
道
具

領
収
書
に
収
入
○
○
を
貼
っ
た
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枕元につるしてサンタクロースを待ちます
クリスマスイブにフライド○○を食べた
切って植木の形を整えます
時刻を知るために見ます
スキーヤーが足に着けるもの
ダイニングテーブルのこと
地図記号は卍
○○の上にも三年
肉はぼたんと呼ばれます
気象用語では、ひょうより小粒な物を指します
運転免許証や保険証で証明することも
年越しに付きものの麺類
○○16 世はマリー・アントワネットの夫

★締切日
　12月10日（木）消印有効

★抽選で10名様に
　「キウイ」をプレゼントいたします。

答
え

イ
ラ
ス
ト
や
ひ
と
こ
と
、

　
　
　リ
ク
エ
ス
ト
、
感
想
な
ど

郵 　 便 　 は 　 が 　 き

切手

企
画
管
理
課 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　
　
　
　
　
　電
話
番
号

越
前
た
け
ふ
農
業
協
同
組
合

9 1 5 0 8 1 1

越
前
市
本
多
二
丁
目
十
ー
二
十
二

※景品は本店での受け渡しとなります。予めご了承ください。
※市場状況等の都合により、景品内容を変更させていただく場合がございます。
※収集した個人情報については、当JAで厳重に管理し、他の用途には使用しません。

10月号の解答

応募総数98通　正解数98通

先月号の答えは
「ツルシガキ」
　　　　 でした。

三好　時江（岡本）
高畑　絹子（家久）
宮下　敏子（本保）
棗　　茂男（池ノ上）
辻　きみ子（安養寺）

川崎　敏子（中新庄）
井上　春枝（堂宮）
樫尾　成美（鋳物師）
山内　龍子（牧谷）
京藤　敏子（合波）
　　　　　　（敬称略）

10月号の当選者

和田知美（宮谷）

平野よし子（横市）

1
2
3
5
6
8
12
13
14
15
16
17
19

休日当番医 平成27年11月17日現在
※都合により変更が生じる場合があります。

JA越前たけふのうごき
12月

林 病 院
笠 原 病 院
中 村 病 院
林 病 院
中 村 病 院
今 立 中 央 病 院
中 村 病 院

・
・
・
・
・
・
・

き む ら 小 児 科
堀 川 医 院
越 前 外 科 内 科 医 院
土 川 整 形 外 科 医 院
関 医 院
斎 藤 医 院
つがわ内科クリニック

6日
13日
20日
23日
27日
30日
31日

事業実績（10月末現在） 単位：百万円

組合員 10,663人（正5,323人・准5,340人）
組合員戸数 10,021戸

貯 金

貸 出 金

共 済 保 有 高

出 資 金

販売品販売高

109,227

33,849

483,203

2,778

1,465
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【全体運】忘年会やパーティーなど、
華やかなイベントが目白押しで大いに
楽しめる月。新しいことへの挑戦も大
賛成！
【健康運】行動的になるほど、より元
気になれそう
【幸運を呼ぶ食べ物】芽キャベツ

【全体運】感情的になりやすい気配。
ささいなことでイライラしないよう、おお
らかに構えて。清掃に力を入れると開
運に
【健康運】腰が重くなるかも。動けば
運気好転へ
【幸運を呼ぶ食べ物】ヒラメ

【全体運】発想力がさえ、素晴らしい
プランやアイデアがひらめくはず。忘
れないうちにメモしておくとのちのち役
立ちます
【健康運】疲労を蓄積しやすいよう。
適度な休息を
【幸運を呼ぶ食べ物】ハクサイ

【全体運】ゆったり過ごせる、心穏や
かな期間。趣味や習い事に励むなど、
プライベートの充実を図ると手応え十
分
【健康運】食生活を正すことで体調に
も好影響が
【幸運を呼ぶ食べ物】レンコン

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

【全体運】前向きになれる予感。過去
に駄目だったことも今度は成功させら
れそう。クリエーティブな活動にも幸
運あり
【健康運】血行促進を図れば、さらに
好転の兆し
【幸運を呼ぶ食べ物】タラ

【全体運】安定期。縁の下の力持ち
的役割でも、快くこなせるでしょう。誰
にでも親切にできるので、自然と人気
運アップへ
【健康運】ゆったりすることで調子が
上向きます
【幸運を呼ぶ食べ物】レモン

【全体運】興味のあることに意識を向
けると新しい発見や出会いに恵まれ
そう。ネットやメールを通じた情報収集
にもツキ
【健康運】体力増強に向いています。
運動を始めて
【幸運を呼ぶ食べ物】長ネギ

【全体運】プレッシャーを感じやすい時
期。独断で動くと、一人で空回りする
結果に。周囲との連携プレーを大事
にして
【健康運】体を冷やすのは×。動いて
温めると吉
【幸運を呼ぶ食べ物】野沢菜

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20

12月

庭で、大好きなおばあちゃんと

★おばあちゃん（中嶋のり子さん）から孫たちへ

みんな生まれてくれてありがとう。

　元気に育ってネ。

千福町
　吉　田　慶　悟 く　ん（3歳）

　三　好　紀乃雅 ちゃん（2歳）

晃　騎 く　ん（1歳）
の の か

けい ご こう き
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二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

書
籍
の
本
文
の
前
に
入
れ
ら
れ
る
イ
ラ
ス
ト

火
消
し
が
火
事
場
で
振
り
ま
し
た

お
通
し
、
先
付
け
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

1
0
0
な
ら
3
、
1
0
0
0
な
ら
4

リ
ン
ゴ
を
丸
か
じ
り
す
る
と
残
り
ま
す

カ
レ
ン
ダ
ー
や
手
帳
に
書
き
込
み
ま
す

サ
ケ
や
マ
ス
の
卵
の
塩
漬
け

昨
日
、
今
日
、○
○

カ
ヤ
な
ど
を
編
ん
で
作
っ
た
雨
具

太
陽
や
月
が
輝
く
所

か
か
と
の
す
ぐ
上
に
あ
る
出
っ
張
り

版
木
に
載
せ
た
紙
を
上
か
ら
こ
す
る
道
具

領
収
書
に
収
入
○
○
を
貼
っ
た

■■■■■■■■■■■■■147913 1116 15 1017182021

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

枕元につるしてサンタクロースを待ちます
クリスマスイブにフライド○○を食べた
切って植木の形を整えます
時刻を知るために見ます
スキーヤーが足に着けるもの
ダイニングテーブルのこと
地図記号は卍
○○の上にも三年
肉はぼたんと呼ばれます
気象用語では、ひょうより小粒な物を指します
運転免許証や保険証で証明することも
年越しに付きものの麺類
○○16 世はマリー・アントワネットの夫

★締切日
　12月10日（木）消印有効

★抽選で10名様に
　「キウイ」をプレゼントいたします。

答
え

イ
ラ
ス
ト
や
ひ
と
こ
と
、

　
　
　リ
ク
エ
ス
ト
、
感
想
な
ど

郵 　 便 　 は 　 が 　 き

切手

企
画
管
理
課 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　
　
　
　
　
　電
話
番
号

越
前
た
け
ふ
農
業
協
同
組
合

9 1 5 0 8 1 1

越
前
市
本
多
二
丁
目
十
ー
二
十
二

※景品は本店での受け渡しとなります。予めご了承ください。
※市場状況等の都合により、景品内容を変更させていただく場合がございます。
※収集した個人情報については、当JAで厳重に管理し、他の用途には使用しません。

10月号の解答

応募総数98通　正解数98通

先月号の答えは
「ツルシガキ」
　　　　 でした。

三好　時江（岡本）
高畑　絹子（家久）
宮下　敏子（本保）
棗　　茂男（池ノ上）
辻　きみ子（安養寺）

川崎　敏子（中新庄）
井上　春枝（堂宮）
樫尾　成美（鋳物師）
山内　龍子（牧谷）
京藤　敏子（合波）
　　　　　　（敬称略）

10月号の当選者

和田知美（宮谷）

平野よし子（横市）

1
2
3
5
6
8
12
13
14
15
16
17
19

休日当番医 平成27年11月17日現在
※都合により変更が生じる場合があります。

JA越前たけふのうごき
12月

林 病 院
笠 原 病 院
中 村 病 院
林 病 院
中 村 病 院
今 立 中 央 病 院
中 村 病 院

・
・
・
・
・
・
・

き む ら 小 児 科
堀 川 医 院
越 前 外 科 内 科 医 院
土 川 整 形 外 科 医 院
関 医 院
斎 藤 医 院
つがわ内科クリニック

6日
13日
20日
23日
27日
30日
31日

事業実績（10月末現在） 単位：百万円

組合員 10,663人（正5,323人・准5,340人）
組合員戸数 10,021戸

貯 金

貸 出 金

共 済 保 有 高

出 資 金

販売品販売高

109,227

33,849

483,203

2,778

1,465
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中
新
庄

　田
地

　靖
子

帆

　山

　小
林
ち
ゑ
子

東
大
道

　布
川
ひ
ろ
し

安
養
寺

　吉
田

　
　弘

長

　尾

　杉
永

　敬
子

夕
月
夜
話
の
尽
き
ぬ
四
姉
妹

栗
拾
ふ
歳
に
は
勝
て
ぬ
こ
と
ば
か
り

こ
と
こ
と
と
福
祉
バ
ス
行
く
小
春
か
な

コ
ウ
ノ
ト
リ
西
へ
東
へ
天
高
し

青
々
と
な
び
く
穭
の
鋤
き
込
ま
る

三
ツ
屋
　
尾
形
美
智
枝

　
北
　
　
金
森
　
信
子

中
新
庄
　
古
川
　
時
江

阿
久
和
　
赤
澤
久
兵
衛

阿
久
和
　
赤
澤
　
順
子

大
　
虫
　
山
田
　
和
子

　
畑
　
　
西
山
　
　
勇

矢
　
船
　
小
泉
　
匡
功

鋳
物
師
　
樫
尾
　
成
美

東
大
道
　
中
村
　
良
子

西
大
道
　
安
川
　
信
子

鋳
物
師
　
田
中
　
月
兎

下
平
吹
　
山
口
三
四
郎

国
　
高
　
北
畑
　
光
子

瓜
　
生
　
吉
田
　
真
琴

村
　
国
　
土
本
小
夜
子

　
庄
　
　
竹
内
美
和
子

　
菅
　
　
柳
下
　
君
枝

西
　
尾
　
中
西
百
合
子

高
　
木
　
塚
崎
き
ぬ
ゑ

五
分
市
　
中
村
　
信
二

黒
　
川
　
大
門
　
三
井 

選

　者

　和
田
て
る
子

あ
の
人
が
其
処
に
ゐ
れ
ば
と
秋
の
宵

ど
っ
と
来
て
刈
田
く
す
ぐ
る
雀
ど
ち

群
れ
な
し
て
唐
門
に
舞
ふ
赤
と
ん
ぼ

花
茗
荷
さ
け
て
草
刈
る
余
力
か
な

掛
軸
の
由
来
を
聞
き
て
秋
深
し

他
郷
よ
り
訛
持
ち
こ
み
日
向
ぼ
こ

一
村
を
墨
絵
に
変
へ
て
霧
深
し

凛
と
立
ち
道
案
内
す
曼
珠
沙
華

秋
耕
に
す
ぐ
に
悪
さ
す
白
鼻
心

園
児
み
な
地
域
の
宝
天
高
し

見
馴
れ
た
る
景
と
雖
も
柿
太
る

秋
の
野
や
等
身
大
の
影
連
れ
て

立
冬
や
く
せ
の
な
お
ら
ぬ
ペ
ン
習
字

思
ひ
き
り
腹
式
呼
吸
天
高
し

誘
は
る
る
縁
う
れ
し
き
月
見
酒

栗
飯
の
香
り
を
の
み
ぞ
お
裾
分
け

コ
ウ
ノ
ト
リ
舞
ひ
て
歓
喜
の
郷
の
秋

仕
舞
湯
に
軋
む
五
体
や
夜
半
の
秋

か
け
声
も
飛
ぶ
紙
芝
居
秋
の
昼

縁
側
の
焦
げ
ん
ば
か
り
の
秋
日
和

木
守
柿
に
群
れ
る
鴉
の
仲
違
ひ

枯
菊
の
燃
え
て
ゆ
た
か
な
香
を
放
つ

お
ほ
か
た
の
史
実
は
血
染
め
帰
り
花

い
え
ど

ひ
つ
じ

す

上

　野

　
　笛

　吹

　定

　子

評
）
一
首
充
実
感
が
あ
る
。
二
人
で
畑
仕
事
が
出
来
る
。
同
じ
仕
事
が
出
来
る
こ
と
は
ま
こ
と
の
幸
福

で
あ
ろ
う
か
。
数
字
は
一
年
に
二
つ
づ
つ
増
え
る
の
だ
か
ら
二
百
も
近
い
。
大
き
な
拍
手
を
送
り
た
い
。

　
　
鯖
　
波
　
　
的
　
矢
　
晃
　
子

　
糠
　
　
　
大
　
下
　
眞
里
子

　
糠
　
　
　
高
　
山
　
信
　
子

今
　
庄
　
　
田
　
代
　
光
　
子

西
大
道
　
　
安
　
川
　
信
　
子

　
糠
　
　
　
神
　
田
　
活
　
子

　
糠
　
　
　
大
　
下
　
　
　
彰

西
大
道
　
　
加
　
藤
　
文
　
代

妙
法
寺
　
　
髙
　
橋
　
多
智
子

土
　
山
　
　
内
　
上
　
照
　
子

安
養
寺
　
　
吉
　
田
　
　
　
弘

東
大
道
　
　
布
　
川
　
ひ
ろ
し

　
畑
　
　
　
西
　
山
　
　
　
勇

選

　者

　
　市

　村

　善

　郎

三
十
八
台
の
オ
ー
ト
バ
イ
列
な
し
轟
音
を
ひ
び
か
せ
な
が
ら
山
里
走
り
来

波
静
か
今
日
の
夕
日
は
大
き
く
て
沖
行
く
舟
を
真
紅
に
染
め
て

久
々
に
仏
間
の
障
子
張
り
替
え
て
飾
り
し
夫
の
写
真
は
笑
ま
う

晴
天
に
里
芋
堀
り
て
空
見
れ
ば
銀
の
機
影
が
二
本
の
線
引
く

お
だ
や
か
な
冬
の
陽
射
し
が
お
社
に
石
の
薬
師
と
さ
さ
や
き
交
す

木
枯
が
運
ぶ
落
葉
の
吹
き
だ
ま
り
掃
い
て
も
掃
い
て
も
庭
に
佇
む

足
腰
の
急
に
衰
え
て
水
仙
の
採
取
も
出
来
ず
生
育
眺
め
る

近
年
は
人
手
の
要
ら
ぬ
稲
刈
り
に
夫
は「
イ
ベ
ン
ト
」と
子
供
ら
を
呼
ぶ

藪
に
添
ひ
虫
の
音
聴
き
つ
つ
墓
ま
で
の
花
持
つ
指
先
も
は
や
か
じ
か
む

見
送
り
し
山
口
一
家
に
い
つ
逢
は
む
か
涙
堪
へ
て
健
や
か
な
り
し
と

手
刈
し
て
籾
干
し
し
た
る
今
年
米
香
り
を
嗅
ぎ
て
ゆ
っ
く
り
頬
張
る

突
然
に
北
時
雨
き
て
日
野
川
の
落
鮎
の
群
岸
に
寄
り
し
か

孫
嫁
ぎ
空
き
た
る
食
卓
寂
し
く
も
活
け
た
る
萩
は
家
族
和
ま
す

腰
を
や
や
ひ
ね
り
立
ち
ま
す
観
音
の
豊
か
な
頬
に
見
と
れ
て
ゐ
た
り

二
人
合
わ
せ
百
七
十
七

　
　
　今
日
も
又
元
気
で
畑
の
仕
事
を
終
え
る

連
載
第
1
8
3
回

我
が
路
上
観
察
隊
は
、
不
思
議
に
鉄
道
フ
ァ
ン
が
多

い
。
線
路
や
ポ
イ
ン
ト
、
朽
ち
か
け
て
錆
び
た
貨
物
車

両
な
ど
を
一
日
、
見
て
い
て
も
飽
き
な
い
と
い
う
変
態

鉄
男
集
団
で
も
あ
る
。
終
点
駅
の
行
き
止
ま
り
に
は
、

た
い
て
い
は
列
車
止
め
と
い
っ
て
、
レ
ー
ル
を
山
型
に

盛
り
上
げ
た
ス
ト
ッ
パ
ー
部
分
が
造
ら
れ
て
い
る
の
だ

が
、
福
井
市
内
の
電
車
の
終
点
部
分
の
電
車
止
め
は
、

写
真
の
よ
う
に
、
い
き
な
り
切
断
さ
れ
て
い
る
。
何
と

も
味
気
無
い
も
の
だ
が
、
普
段
は
車
道
だ
か
ら
、
車
が

追
突
す
る
の
で
は
危
険
と
い
う
見
解
で
あ
ろ
う
。
最
初

は
レ
ー
ル
が
地
中
に
潜
っ
て
い
て
、
お
っ
、
こ
こ
か
ら

は
地
下
鉄
か
？
と
ワ
ク
ワ
ク
し
た
の
だ
が
・
・
・
。

（
つ
づ
く
） 身

を
折
り
て

命
を
つ
な
ぐ枯

蓮

選
評

　枯
蓮
は
、
寒
い
風
が
吹
い
て
く

る
頃
の
蓮
。
夏
に
は
浄
土
を
思
わ
せ
る

よ
う
な
花
を
咲
か
せ
た
嫋
や
か
な
蓮

は
、
一
転
し
て
精
も
根
も
尽
き
果
て
、

葉
柄
を
突
き
立
て
、
哀
れ
な
姿
を
さ
ら

け
出
し
て
い
る
。
さ
れ
ど
…
さ
れ
ど
水

底
で
は
蓮
の
根
は
、
厳
し
い
自
然
と
闘

い
な
が
ら
力
を
蓄
え
、
次
の
出
番
に
備

え
て
い
る
の
で
す
。
正
に
、
人
生
の
応

援
歌
、
哀
れ
な
枯
蓮
を
、
生
き
と
し
生

け
る
物
と
し
て
の
凄
さ
を
讃
え
、
愛
お

し
ま
れ
る
今
村
様
の
姿
勢
に
感
動
い
た

し
ま
し
た
。

脇

　本

　今
村

　和
夫

今
年
は
梅
が
不
足
で
し
た
。
で

も
来
年
は
花
芽
が
た
く
さ
ん
つ
い

て
い
る
の
で
な
る
の
で
は
？
と
主
人

が
話
し
て
い
る
の
で
そ
れ
を
楽
し

み
に
梅
の
枝
の
始
末
を
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。大

良

　川
島

　藤
枝

先
日
ビ
オ
ラ
の
可
愛
ら
し
い
苗

を
三
株
も
ら
い
ま
し
た
。
今
黄
色

と
紫
色
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
も

う
一
株
は
何
色
か
楽
し
み
で
す
。

京
町

　梅
垣

　美
千
子

秋
に
な
り
、
畑
の
野

菜
が
豊
富
に
収
穫
で

き
、
台
所
が
に
ぎ
や
か
に

な
り
ま
す
。
自
分
で
作

る
と
「
も
っ
た
い
な
い
」

気
持
が
で
て
困
っ
た
も
の

で
す
。
畑
か
ら
家
へ
持
ち

帰
っ
て
野
菜
に
ふ
り
ま
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。

奥
野
々

　青
木

　智
雅
子

大根の炒め煮
■下準備■材料（2人分）
●大根はいちょう切り、葉は茹でて小口切りにする。
●豚肉は細く切る。

■作り方
①フライパンにごま油とサラダ油を熱し、豚肉を炒め
る。
②豚肉が白っぽくなったら、大根を加えしんなりして
きたら調味料を加え、ゆっくり煮詰める。
③最後に大根葉を加えひと混ぜして、皿に盛る。

大根…………………………………

大根葉…………………………………

豚薄切り肉……………………………

　砂糖……………………………

　醤油……………………………

　みりん…………………………

サラダ油………………………………

ごま油…………………………………

150g

少々

50g

大さじ1

大さじ1

大さじ1

少々

少々

「
あ
け
ぼ
の
歌
壇
」「
み
の
り
俳
壇
」
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
左
記
の
宛
先
ま

で
作
品
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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中
新
庄

　田
地

　靖
子

帆

　山

　小
林
ち
ゑ
子

東
大
道

　布
川
ひ
ろ
し

安
養
寺

　吉
田

　
　弘

長

　尾

　杉
永

　敬
子

夕
月
夜
話
の
尽
き
ぬ
四
姉
妹

栗
拾
ふ
歳
に
は
勝
て
ぬ
こ
と
ば
か
り

こ
と
こ
と
と
福
祉
バ
ス
行
く
小
春
か
な

コ
ウ
ノ
ト
リ
西
へ
東
へ
天
高
し

青
々
と
な
び
く
穭
の
鋤
き
込
ま
る

三
ツ
屋
　
尾
形
美
智
枝

　
北
　
　
金
森
　
信
子

中
新
庄
　
古
川
　
時
江

阿
久
和
　
赤
澤
久
兵
衛

阿
久
和
　
赤
澤
　
順
子

大
　
虫
　
山
田
　
和
子

　
畑
　
　
西
山
　
　
勇

矢
　
船
　
小
泉
　
匡
功

鋳
物
師
　
樫
尾
　
成
美

東
大
道
　
中
村
　
良
子

西
大
道
　
安
川
　
信
子

鋳
物
師
　
田
中
　
月
兎

下
平
吹
　
山
口
三
四
郎

国
　
高
　
北
畑
　
光
子

瓜
　
生
　
吉
田
　
真
琴

村
　
国
　
土
本
小
夜
子

　
庄
　
　
竹
内
美
和
子

　
菅
　
　
柳
下
　
君
枝

西
　
尾
　
中
西
百
合
子

高
　
木
　
塚
崎
き
ぬ
ゑ

五
分
市
　
中
村
　
信
二

黒
　
川
　
大
門
　
三
井 

選

　者

　和
田
て
る
子

あ
の
人
が
其
処
に
ゐ
れ
ば
と
秋
の
宵

ど
っ
と
来
て
刈
田
く
す
ぐ
る
雀
ど
ち

群
れ
な
し
て
唐
門
に
舞
ふ
赤
と
ん
ぼ

花
茗
荷
さ
け
て
草
刈
る
余
力
か
な

掛
軸
の
由
来
を
聞
き
て
秋
深
し

他
郷
よ
り
訛
持
ち
こ
み
日
向
ぼ
こ

一
村
を
墨
絵
に
変
へ
て
霧
深
し

凛
と
立
ち
道
案
内
す
曼
珠
沙
華

秋
耕
に
す
ぐ
に
悪
さ
す
白
鼻
心

園
児
み
な
地
域
の
宝
天
高
し

見
馴
れ
た
る
景
と
雖
も
柿
太
る

秋
の
野
や
等
身
大
の
影
連
れ
て

立
冬
や
く
せ
の
な
お
ら
ぬ
ペ
ン
習
字

思
ひ
き
り
腹
式
呼
吸
天
高
し

誘
は
る
る
縁
う
れ
し
き
月
見
酒

栗
飯
の
香
り
を
の
み
ぞ
お
裾
分
け

コ
ウ
ノ
ト
リ
舞
ひ
て
歓
喜
の
郷
の
秋

仕
舞
湯
に
軋
む
五
体
や
夜
半
の
秋

か
け
声
も
飛
ぶ
紙
芝
居
秋
の
昼

縁
側
の
焦
げ
ん
ば
か
り
の
秋
日
和

木
守
柿
に
群
れ
る
鴉
の
仲
違
ひ

枯
菊
の
燃
え
て
ゆ
た
か
な
香
を
放
つ

お
ほ
か
た
の
史
実
は
血
染
め
帰
り
花

い
え
ど

ひ
つ
じ

す

上

　野

　
　笛

　吹

　定

　子

評
）
一
首
充
実
感
が
あ
る
。
二
人
で
畑
仕
事
が
出
来
る
。
同
じ
仕
事
が
出
来
る
こ
と
は
ま
こ
と
の
幸
福

で
あ
ろ
う
か
。
数
字
は
一
年
に
二
つ
づ
つ
増
え
る
の
だ
か
ら
二
百
も
近
い
。
大
き
な
拍
手
を
送
り
た
い
。
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下
　
　
　
彰

西
大
道
　
　
加
　
藤
　
文
　
代

妙
法
寺
　
　
髙
　
橋
　
多
智
子

土
　
山
　
　
内
　
上
　
照
　
子

安
養
寺
　
　
吉
　
田
　
　
　
弘

東
大
道
　
　
布
　
川
　
ひ
ろ
し

　
畑
　
　
　
西
　
山
　
　
　
勇

選

　者

　
　市

　村

　善

　郎

三
十
八
台
の
オ
ー
ト
バ
イ
列
な
し
轟
音
を
ひ
び
か
せ
な
が
ら
山
里
走
り
来

波
静
か
今
日
の
夕
日
は
大
き
く
て
沖
行
く
舟
を
真
紅
に
染
め
て

久
々
に
仏
間
の
障
子
張
り
替
え
て
飾
り
し
夫
の
写
真
は
笑
ま
う

晴
天
に
里
芋
堀
り
て
空
見
れ
ば
銀
の
機
影
が
二
本
の
線
引
く

お
だ
や
か
な
冬
の
陽
射
し
が
お
社
に
石
の
薬
師
と
さ
さ
や
き
交
す

木
枯
が
運
ぶ
落
葉
の
吹
き
だ
ま
り
掃
い
て
も
掃
い
て
も
庭
に
佇
む

足
腰
の
急
に
衰
え
て
水
仙
の
採
取
も
出
来
ず
生
育
眺
め
る

近
年
は
人
手
の
要
ら
ぬ
稲
刈
り
に
夫
は「
イ
ベ
ン
ト
」と
子
供
ら
を
呼
ぶ

藪
に
添
ひ
虫
の
音
聴
き
つ
つ
墓
ま
で
の
花
持
つ
指
先
も
は
や
か
じ
か
む

見
送
り
し
山
口
一
家
に
い
つ
逢
は
む
か
涙
堪
へ
て
健
や
か
な
り
し
と

手
刈
し
て
籾
干
し
し
た
る
今
年
米
香
り
を
嗅
ぎ
て
ゆ
っ
く
り
頬
張
る

突
然
に
北
時
雨
き
て
日
野
川
の
落
鮎
の
群
岸
に
寄
り
し
か

孫
嫁
ぎ
空
き
た
る
食
卓
寂
し
く
も
活
け
た
る
萩
は
家
族
和
ま
す

腰
を
や
や
ひ
ね
り
立
ち
ま
す
観
音
の
豊
か
な
頬
に
見
と
れ
て
ゐ
た
り

二
人
合
わ
せ
百
七
十
七

　
　
　今
日
も
又
元
気
で
畑
の
仕
事
を
終
え
る

連
載
第
1
8
3
回

我
が
路
上
観
察
隊
は
、
不
思
議
に
鉄
道
フ
ァ
ン
が
多

い
。
線
路
や
ポ
イ
ン
ト
、
朽
ち
か
け
て
錆
び
た
貨
物
車

両
な
ど
を
一
日
、
見
て
い
て
も
飽
き
な
い
と
い
う
変
態

鉄
男
集
団
で
も
あ
る
。
終
点
駅
の
行
き
止
ま
り
に
は
、

た
い
て
い
は
列
車
止
め
と
い
っ
て
、
レ
ー
ル
を
山
型
に

盛
り
上
げ
た
ス
ト
ッ
パ
ー
部
分
が
造
ら
れ
て
い
る
の
だ

が
、
福
井
市
内
の
電
車
の
終
点
部
分
の
電
車
止
め
は
、

写
真
の
よ
う
に
、
い
き
な
り
切
断
さ
れ
て
い
る
。
何
と

も
味
気
無
い
も
の
だ
が
、
普
段
は
車
道
だ
か
ら
、
車
が

追
突
す
る
の
で
は
危
険
と
い
う
見
解
で
あ
ろ
う
。
最
初

は
レ
ー
ル
が
地
中
に
潜
っ
て
い
て
、
お
っ
、
こ
こ
か
ら

は
地
下
鉄
か
？
と
ワ
ク
ワ
ク
し
た
の
だ
が
・
・
・
。

（
つ
づ
く
） 身

を
折
り
て

命
を
つ
な
ぐ枯

蓮

選
評

　枯
蓮
は
、
寒
い
風
が
吹
い
て
く

る
頃
の
蓮
。
夏
に
は
浄
土
を
思
わ
せ
る

よ
う
な
花
を
咲
か
せ
た
嫋
や
か
な
蓮

は
、
一
転
し
て
精
も
根
も
尽
き
果
て
、

葉
柄
を
突
き
立
て
、
哀
れ
な
姿
を
さ
ら

け
出
し
て
い
る
。
さ
れ
ど
…
さ
れ
ど
水

底
で
は
蓮
の
根
は
、
厳
し
い
自
然
と
闘

い
な
が
ら
力
を
蓄
え
、
次
の
出
番
に
備

え
て
い
る
の
で
す
。
正
に
、
人
生
の
応

援
歌
、
哀
れ
な
枯
蓮
を
、
生
き
と
し
生

け
る
物
と
し
て
の
凄
さ
を
讃
え
、
愛
お

し
ま
れ
る
今
村
様
の
姿
勢
に
感
動
い
た

し
ま
し
た
。

脇

　本

　今
村

　和
夫

今
年
は
梅
が
不
足
で
し
た
。
で

も
来
年
は
花
芽
が
た
く
さ
ん
つ
い

て
い
る
の
で
な
る
の
で
は
？
と
主
人

が
話
し
て
い
る
の
で
そ
れ
を
楽
し

み
に
梅
の
枝
の
始
末
を
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。大

良

　川
島

　藤
枝

先
日
ビ
オ
ラ
の
可
愛
ら
し
い
苗

を
三
株
も
ら
い
ま
し
た
。
今
黄
色

と
紫
色
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
も

う
一
株
は
何
色
か
楽
し
み
で
す
。

京
町

　梅
垣

　美
千
子

秋
に
な
り
、
畑
の
野

菜
が
豊
富
に
収
穫
で

き
、
台
所
が
に
ぎ
や
か
に

な
り
ま
す
。
自
分
で
作

る
と
「
も
っ
た
い
な
い
」

気
持
が
で
て
困
っ
た
も
の

で
す
。
畑
か
ら
家
へ
持
ち

帰
っ
て
野
菜
に
ふ
り
ま
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。

奥
野
々

　青
木

　智
雅
子

大根の炒め煮
■下準備■材料（2人分）
●大根はいちょう切り、葉は茹でて小口切りにする。
●豚肉は細く切る。

■作り方
①フライパンにごま油とサラダ油を熱し、豚肉を炒め
る。
②豚肉が白っぽくなったら、大根を加えしんなりして
きたら調味料を加え、ゆっくり煮詰める。
③最後に大根葉を加えひと混ぜして、皿に盛る。

大根…………………………………

大根葉…………………………………

豚薄切り肉……………………………

　砂糖……………………………

　醤油……………………………

　みりん…………………………

サラダ油………………………………

ごま油…………………………………

150g

少々

50g

大さじ1

大さじ1

大さじ1

少々

少々

「
あ
け
ぼ
の
歌
壇
」「
み
の
り
俳
壇
」
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
左
記
の
宛
先
ま

で
作
品
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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※毎週火曜日は税務相談会：営農センター 1 階 午前１０時～午後４時

健康相談会の開催
日時：12 月 16 日（水）10：00～12：00
場所：コープたけふ平出店 休憩コーナー横
内容： 動脈硬化という病気や原因について知っていただきま
　　　 す。
　　　
　　　 今月のおすすめ野菜：大豆

［参加された方への特典！］
○１～12月までの期間中６回以上参加された方には、コープたけふ平出店より500
円分のお買い物券をプレゼントさせて頂きます。（12月の時にお渡しします。）

○お買い物の機会を利用し、ご自分の健康チェックを行いましょう。
　お待ちしております。 コープたけふ平出店・ＪＡ越前たけふ・ＪＡ福井県厚生連

★今月のテーマ★

マイカーローン  マイカーローン  マイカーローン  

新 金 利 商 品 住 宅 関 連 商 品

1.15%

2.10%

2.50%

3.10%

《詳しいお問い合せはローンセンター・JA各支店まで》

12

軽減金利（上記の金利より）
給与振込・年金振込・公共料金・プレミア付定期積金・JAより購入
などのご利用に応じて金利を軽減いたします。

※福井県農業信用基金協会債務保証利用可。（保証料  年0.20～0.35%）

※但し、12月14日金利見直しあり

※但し、下記の特約を選択できます。

特約期間3年

〃　 5年

〃  10年

変動金利型（年2回見直し）

16年目以降（固定）

固
定
金
利
特
約

適用金利

適用金利

住宅ローン 住みタイゾーさん（新築、借換対応）

住宅資金 あんしんプラン
（新築、増改築（リフォーム）、借換対応）

「好評につき今年も実施中」

農 業 資 金 の ご 案 内

農業普通
資金

地域農業
応援資金

（耕しタイゾーさん）

乾　燥　機（7年以内）
トラクター（7年以内）
コンバイン（7年以内）
農　　　舎（15年以内）

（認定農業者または、集落営農組織）
対象者

用途同上

設備資金
運転資金

0.50%～2.40%
（変　動）

（固　定）

年

0.50%
0.70%

年
5年以内

10年以内

1.70%
1.90%

年
5年以内

10年以内

（固定金利選択型）

（長期固定金利型）

（最高引き下げ後の金利）

年

1.60%年

当初５年間（固定） 1.00%年

６年目以降（固定） 1.20%年

年

年

年

0.70%

1.10%

1.25%

→年

→年

→年

（但し、金利軽減はありません。）

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年0.4％）

資　　金　　名 適用金利

（教育資金） （固　定）

0.50%～1.00%
（固　定）

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年0.8％の保証料）

車の
購入資金に

年 

資　　金　　名 適用金利

教育ローン教育ローン

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年0.8％の保証料）

お子様の
大学・高校入学等の

教育費用に

1.00%年 

資　　金　　名 適用金利

教育ローン 

血 管を若く保とう !  ～動 脈 硬 化を予 防 する～

月 の 金 利

（固　定）
1.90%10年超え

JA Calendar
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

29

6

13

20

27

30

7

14

21

28

3

10

17

24

31

4

11

18

25

1

5

12

19

26

2

年金相談会
（中央支店）

第７3回理事会
㈱コープ武生取締役会
福井県ジェイエイ酒販（株）
取締役会

窓口業務休業

ＪＡ－ＳＳ感謝デー合併２０周年記念
「しきぶちゃん」発売
開始

全員外務日

健康相談の日 役員全員協議会
食の寺子屋

天皇誕生日

元日

彼岸明け

親子食農体験
ＪＡ－ＳＳ感謝デー

お問い合わせ・お申込みは最寄りのＪＡ各支店、または営農販売課（TEL ２２－２２２２）まで

米粉を使ってお菓子作り
★場　　所　営農センター２階　加工室
★持 ち 物　エプロン・三角巾
★申込締切　平成２７年１２月７日（月）
★定　　員　１５組（親子で１組）
※参加費：おひとり５００円
※先着順となりますので、お早めにお申し込みください。

平成２７年１２月１９日（土） 13:00～16:00

親子食農体験　第３弾

平成２７年度　ＪＡ年金受給感謝大会

秋元順子 ＆ ビリーバンバン
 スペシャルコンサート開催迫る！！

  平成27年11月28日（土）
　　　　●午前の部　午前１１：３０～
　　　　●午後の部　午後３：００～

  越前市文化センター 大ホール

日時

会場

好評発売中！！ お申込みはお早めに！
（当日、会場での販売も行っております。）
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※毎週火曜日は税務相談会：営農センター 1 階 午前１０時～午後４時

健康相談会の開催
日時：12 月 16 日（水）10：00～12：00
場所：コープたけふ平出店 休憩コーナー横
内容： 動脈硬化という病気や原因について知っていただきま
　　　 す。
　　　
　　　 今月のおすすめ野菜：大豆

［参加された方への特典！］
○１～12月までの期間中６回以上参加された方には、コープたけふ平出店より500
円分のお買い物券をプレゼントさせて頂きます。（12月の時にお渡しします。）

○お買い物の機会を利用し、ご自分の健康チェックを行いましょう。
　お待ちしております。 コープたけふ平出店・ＪＡ越前たけふ・ＪＡ福井県厚生連

★今月のテーマ★

マイカーローン  マイカーローン  マイカーローン  

新 金 利 商 品 住 宅 関 連 商 品

1.15%

2.10%

2.50%

3.10%

《詳しいお問い合せはローンセンター・JA各支店まで》

12

軽減金利（上記の金利より）
給与振込・年金振込・公共料金・プレミア付定期積金・JAより購入
などのご利用に応じて金利を軽減いたします。

※福井県農業信用基金協会債務保証利用可。（保証料  年0.20～0.35%）

※但し、12月14日金利見直しあり

※但し、下記の特約を選択できます。

特約期間3年

〃　 5年

〃  10年

変動金利型（年2回見直し）

16年目以降（固定）

固
定
金
利
特
約

適用金利

適用金利

住宅ローン 住みタイゾーさん（新築、借換対応）

住宅資金 あんしんプラン
（新築、増改築（リフォーム）、借換対応）

「好評につき今年も実施中」

農 業 資 金 の ご 案 内

農業普通
資金

地域農業
応援資金

（耕しタイゾーさん）

乾　燥　機（7年以内）
トラクター（7年以内）
コンバイン（7年以内）
農　　　舎（15年以内）

（認定農業者または、集落営農組織）
対象者

用途同上

設備資金
運転資金

0.50%～2.40%
（変　動）

（固　定）

年

0.50%
0.70%

年
5年以内

10年以内

1.70%
1.90%

年
5年以内

10年以内

（固定金利選択型）

（長期固定金利型）

（最高引き下げ後の金利）

年

1.60%年

当初５年間（固定） 1.00%年

６年目以降（固定） 1.20%年

年

年

年

0.70%

1.10%

1.25%

→年

→年

→年

（但し、金利軽減はありません。）

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年0.4％）

資　　金　　名 適用金利

（教育資金） （固　定）

0.50%～1.00%
（固　定）

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年0.8％の保証料）

車の
購入資金に

年 

資　　金　　名 適用金利

教育ローン教育ローン

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年0.8％の保証料）

お子様の
大学・高校入学等の

教育費用に

1.00%年 

資　　金　　名 適用金利

教育ローン 

血 管を若く保とう !  ～動 脈 硬 化を予 防 する～

月 の 金 利

（固　定）
1.90%10年超え

JA Calendar
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

29

6

13

20

27

30

7

14

21

28

3

10

17

24

31

4

11

18

25

1

5

12

19

26

2

年金相談会
（中央支店）

第７3回理事会
㈱コープ武生取締役会
福井県ジェイエイ酒販（株）
取締役会

窓口業務休業

ＪＡ－ＳＳ感謝デー合併２０周年記念
「しきぶちゃん」発売
開始

全員外務日

健康相談の日 役員全員協議会
食の寺子屋

天皇誕生日

元日

彼岸明け

親子食農体験
ＪＡ－ＳＳ感謝デー

お問い合わせ・お申込みは最寄りのＪＡ各支店、または営農販売課（TEL ２２－２２２２）まで

米粉を使ってお菓子作り
★場　　所　営農センター２階　加工室
★持 ち 物　エプロン・三角巾
★申込締切　平成２７年１２月７日（月）
★定　　員　１５組（親子で１組）
※参加費：おひとり５００円
※先着順となりますので、お早めにお申し込みください。

平成２７年１２月１９日（土） 13:00～16:00

親子食農体験　第３弾

平成２７年度　ＪＡ年金受給感謝大会

秋元順子 ＆ ビリーバンバン
 スペシャルコンサート開催迫る！！

  平成27年11月28日（土）
　　　　●午前の部　午前１１：３０～
　　　　●午後の部　午後３：００～

  越前市文化センター 大ホール

日時

会場

好評発売中！！ お申込みはお早めに！
（当日、会場での販売も行っております。）

 




